
■ 岩手県学校保健会 養護教諭部会 ■

■ 平成25年度10月4日.第2号 ■

２学期がスタートし、約１カ月たちました。皆様におかれましては、子ども達の成長を支える養護活動に奮闘する毎日を

お過ごしのことかと思います。

さて、この度岩手県で開催された第４８回東北地区養護教諭連絡協議会や各調査等、様々の事業が皆様のお力添えにより

滞りなく進んでおります。心より感謝申し上げます。

○ 規約改正について

・第７条 東北地区養護教諭連絡協議会の出席者は、役員及び各県代表３名以内とする。

→各県代表原則として２名以内とする。

・第７条 １ 当番県の参加人数については県に一任する。

→当番県の出席者数については県に一任する。

・第７条 次期開催県の参加人数につては、若干名とする。

→次期開催県の出席者数については、若干名（５名以内）とする。

○ 会計予算書について

・予算書、決算書の「会費」を「負担金」とする。

・申し送りにより、各県の負担金は、5,000円とし、被災県も納入する。

さらに、単年度決算とする。

○ 意見交換内容

１ 東日本大震災と子どもの健康問題、学校格差、執務内容の変化と負担問題

２ 統廃合の進行による問題、大規模校の複数配置が進まない問題

３ 養護教諭部会のあり方（大会や研修会の持ち方、運用）

○ 平成21・22年度岩手県学校保健会養護教諭部会長

○ 平成25年11月9日（土） 「第44回全国学校保健・学校医大会」（秋田県で開催）席上にて表彰予定

※後日、受賞祝賀会のご案内をします。

○ 勤務先 紫波町立長岡小学校

○ 平成26年2月 「岩手県小児保健学会理事会総会」 席上にて表彰予定

祝 「日本医師会長表彰」受賞 川嶋範子先生

第４８回東北地区養護教諭連絡協議会報告（８月６日．岩手県開催）

岩手県の研究大会や研修会

の持ち方、支援対策事業、部

会ＨＰ等の部会運営は、先進

的であると感じました。

詳しくは、会報「ようご」

（10.1発行）をご覧ください。

次期開催県は、宮城県です。

祝 「若生賞」受賞 細川直子先生



「岩手県口腔の健康づくり推進条例」が平成25年4月1日に施行され、その事業の具体化に向けて平成25年・26

年の2年間、「健康いわて21プラン口腔保健専門委員会」で協議されます。本部会もその委員委嘱を受け、年数回の

委員会出席をしているところです。その中で、むし歯予防対策として、フッ化物洗口等の予防効果の高いものを推進

していくことの重要性も提示され、学童期の歯科保健分野における『フッ素洗口』について今後協議が行われる見込

みです。このことを受け、会の代表として出席する関係上、各地区の現状や課題を踏まえての協議参加が重要と考え

ております。

つきましては、各地区理事の方を通して会員の皆様に『フッ素洗口の現状と課題に関する調査』をお願いしており

ます。調査の趣旨をご理解いただき、早急対応にご協力をお願いします。

・期 日 11月22日（金） 受付開始 9時20分

・会 場 盛岡市文化ホール（マリオス）大ホール

・内 容 講演 演題「子どもの動機づけ 行動変容 そして自己実現を目指す健康教育」

講師 埼玉大学教育学部 学校保健学講座 教授 戸部 秀之 氏

シンポジウムテーマ「子どもたちの生きる力を育む健康教育」

シンポジスト 小学校、中学校、高等学校の養護教諭及び特別支援校の教諭

・詳しくは、実施要項をご覧ください。（10月上旬、会員の皆様にお届けする予定）

■ 支援対策委員紹介

委員長 ： 岩崎 紀子先生 （盛岡市立黒石野中学校）

副委員長 ： 石橋 寿子先生 （盛岡市立大宮中学校）

書 記 ： 石川眞由美先生 （雫石町立御明神小学校）

書 記 ： 上野 律子先生 （岩手県立第三高等学校）

会 計 ： 小野 美保先生 （紫波町立片寄小学校）

ＨＰ担当 ： 瀬川 貴子先生 （岩手県立盛岡商業高等学校）

情報担当 ： 菊池 悦子先生 （大槌町立吉里吉里小学校）

情報担当 ： 村上 志穂先生 （岩手県立大船渡高等学校）

副会長 ： 久保 玉子先生 （盛岡市立松園小学校）

東日本大震災支援対策委員会事業内容

部会ＨＰ「ようご岩手」のご案内 http:

１ ソフトのダウンロードコーナーを新設

【肥満度計算ソフト（約６ＭＢ）アップ】

・小学校用、中学校用、高校用

・問い合わせ先 ＨＰ担当 瀬川貴子先生（盛岡商業高等学校）

２ 各講座・ス

３ 本会事業内

４ 東大震災支

新 平成２５年度健康いわて２１プラン口腔保健専門委員会

第37回岩手県養護教諭研究大会
■ 全国からのご支援状況

（平成25年度分．9.23現在）

◎義援金

・全国学校保健・養護教諭担当指導主事会 様

50,000円

◎書籍の寄贈

・宮城県学校保健会養護教諭部会 様

「東日本大震災直後の保健室」

◎平成23・24年度分は、部会ＨＰに掲載

されています。
■ 平成25年度活動状況

○『会員の声』の集約と分析による実態把握と共有化を進める活動。

○保健関係の本や資料の提供活動。（10月に予定）

○被災地の学校訪問活動。(10月に予定)

○岩手県養護教諭研究大会で『支援対策委員会コーナー設置』による

啓発活動。（11月22日）
//www2.iwate-ed.jp/yougo/

キルアップ関係の案内

容と進行状況

援対策委員会関係


